25　随筆　真葛がはら　着眼点　センター試験　二〇一二年度　本試験
（注1）この国の都なすあたりのかたはらなる、中田といふ所に住む人ありけり。代々鷹飼ふことをわざとしつつ、身はいやしながら、志ありて、あがれる世の手ぶりを慕ひ、何くれと学ばまく欲りするなかに、手書くことをなん、たてては好めりし。されど、（注2）摺巻に伝はれる書のほか、師とする人もなき山ふところに、あやなく思ひをくらさんよりは、（注3）山城の大都に上りて、（ア）高き手ぶりをも見あきらめばやと、ゆくりなく思ひおこして、岩根黒土踏みさくみて、（注4）文化四年といふ年の弥生ばかり、まゐのぼれりしに、世のわき知らぬ山がつのおしはかりとはたがひて、高き宮のうちには、かくと言ひよらんたづきもなく、至れるいやしき身には、御伝へも下らずと聞きて、はやりかなりし心もしなへうらぶれつつ、Ｘ行く先をようもたどらでおほけなく思ひ立ちぬることを思へば、井に住む鮒の大海に出でぬるに似たり。かくのみにて空しく帰らんことを思へば、（注5）鳴る神につく獣の、雲におくれたるに似たり。（イ）いとはしたなりと思ひ屈しつつ、名所など見めぐりて籠りをりき。

さるは、石井了陸といふ人のもとにぞ宿れりし。この家に、おぼえずおぼえず持明院の宮の宮人来あひて、酒飲み、物語などするに、「この田舎人は、かかる志の侍りて、はるばるにまゐのぼり来しを、その志遂げずして帰らんことを、いたく思ひ嘆き侍るなり」と、あるじの語り出でたるを、かの宮人つぶさに聞きて、Ｙ「いと不便なりつることかな。おしなべては叶ひがたきことなれど、志の深さには、高きいやしきけぢめもなきものぞ。我よくこととり申さん」と、うけがはａれたるに、うれしきことたとへんものなし。この人のはからひによりて、おほけなき御前わたりも御許しありて、（注7）入木といふ書法を御手づから伝へたまはせりなどしつつ、（ウ）本意にもこえて事なりぬれば、身に余りてうれしと思ひて、道の奥に下るきざみ、先の宮人、この人の二なき志をめで給ひて、琴を送られしが、絃一筋ある琴ｂなりき。これに歌そへよとあるに、

　　Ａ　一筋に思ふ心は玉琴の緒によそへつつひきや伝へむ

家なども、もとよりは広く清らに作りなして、めぐりに松子植ゑわたし、移り行く月日にそへてめではやししを、こたみ公より蝦夷が千島に防守を置かるることありて、この国よりもまづ出ださるるによりて、その数に指されて、出で立たむとす。「行き帰るまで、さる広き家に女子のみ置きては守りがたし」とて、家をば売り、女子は人のもとに預けて行く。その心にかはりて、

　　Ｂ　家出でて行くかひありと思ひしに家なくなりて行けばかひなし

　　Ｃ　二筋に落つる涙も一筋の玉の小琴にかけｃにけるかも

その琴は、む（注8）かし行平の中納言、流されて須磨におはせし時、庇の杉を風の吹きおとしたるが、その形面白かりければ、（注9）くしげの箱なる（注10）元結を一筋ひきかけて、調べ給へｄるよりはじまりて、今も伝はれるなりとぞ。
語注

1　この国＝陸奥。今の東北地方。

2　摺巻＝印刷本。

3　山城の大都＝京都。

4　文化四年＝一八〇七年。

5　鳴る神につく獣＝想像上の怪獣。落雷とともに地上に落ちてくると伝えられていた。

6　宮人＝貴人に仕える人。

7　入木といふ書法＝ここでは、中世末から宮廷貴族の書風として継承されていた持明院流の書道をいう。

8　行平の中納言＝在原行平。平安時代の歌人。

9　くしげの箱＝髪を結うための道具などを入れておく箱。

10　元結＝髪をたばねて結うための細い糸。
内容わしづかみ

陸奥地方で［　　　］を飼う仕事をしていた男が、［　　　］を学ぼうと思い立って上京をした。しかし、教えてもらうあてもなく、［　　　　　　］日々を過ごしていた。その後、宿泊先の主人である［　　　　　　　　］の知人のとりはからいで、［　　　　　　　　　　］から［　　　　］を直接伝授してもらえるようになった。その［　　　］の高さが評価され、陸奥へ［　　　　］時には［　　　］を贈られるほどになった。陸奥に帰った後、男は［　　　　］の護衛を命じられ、［　　　］も売り、出発することになった。その時の男の悲しい［　　　］の内を筆者は代わりに詠んだ。

問一　傍線部（ア）〜（ウ）の解釈として最も適当なものを、次の各群の①〜⑤のうちから、それぞれ一つずつ選べ。　〈５点×３〉
（ア）　高き手ぶりをも見あきらめばや

　①　高度な書法をも自分の目で見つけたいものだ

　②　高貴な書風をも気のすむまで見られるだろう

　③　高名な筆さばきをも正しく見分けられるだろうか

　④　高尚な筆運びをもまねてから見切りをつけよう

　⑤　高雅な筆づかいをもはっきりと見きわめたい

（イ）　いとはしたなりと思ひ屈しつつ

　①　本当に愚かだったと悔やみながら

　②　まことに体裁が悪いといらだちながら

　③　とても終わらないとあきらめながら

　④　実にきまりが悪いと気落ちしながら

　⑤　まったく中途半端だと腹を立てながら

（ウ）　本意にもこえて事なりぬれば

　①　前もって想像していた以上に書道の基礎ができていたので

　②　かねて願っていた以上に成果を上げることができたので

　③　あらかじめ考えていた以上に強く熱意を伝えることができたので

　④　これまで思いついた以上の手法を編み出すことができたので

　⑤　はじめに思っていた以上にたやすく書法を伝えることができたので

問二　波線部ａ〜ｄの文法的説明の組合せとして正しいものを、次の①〜⑤のうちから一つ選べ。　〈５点〉
①　ａ　受身の助動詞　　ｂ　断定の助動詞

　　ｃ　完了の助動詞　　ｄ　動詞の活用語尾

②　ａ　尊敬の助動詞　　ｂ　伝聞の助動詞

　　ｃ　格助詞　　　　　ｄ　動詞の活用語尾

③　ａ　受身の助動詞　　ｂ　伝聞の助動詞

　　ｃ　断定の助動詞　　ｄ　完了の助動詞

④　ａ　尊敬の助動詞　　ｂ　断定の助動詞

　　ｃ　格助詞　　　　　ｄ　動詞の活用語尾

⑤　ａ　尊敬の助動詞　　ｂ　断定の助動詞

　　ｃ　完了の助動詞　　ｄ　完了の助動詞

問三　傍線部Ｘ「行く先をようもたどらで」とあるが、この部分から陸奥の鷹飼いのどのような一面が読み取れるか。その説明として最も適当なものを、次の①〜⑤のうちから一つ選ベ。　〈７点〉
①　京都のしきたりを知らない自分をかえりみずに、いきなり高貴な宮家に押しかけてしまうような、身の程知らずなところがあるということ。

②　自分の夢をかなえるための現実的な手段をあらかじめ検討せずに、突然思い切った行動を取ってしまうような、無鉄砲なところがあるということ。

③　一度挫折した程度で長年持ち続けた夢をあきらめ、あてもなく都見物に興じて自分をごまかすような、現実逃避に走るところがあるということ。

④　夢を実現するためにわざわざ陸奥からやって来たのに、いざとなると高貴な宮家の門をたたくことに怖じ気づいてしまうような、弱気なところがあるということ。

⑤　京都で挫折を味わった後も自分の夢に見切りをつけられず、すぐには帰郷できないような、あきらめの悪いところがあるということ。

問四　傍線部Ｙ「いと不便なりつることかな」とあるが、この言葉には宮人のどのような気持ちがこめられているか。その説明として最も適当なものを、次の①〜⑤のうちから一つ選ベ。　〈７点〉
①　陸奥の鷹飼いがどれほど強い向上心を持っていようとも、身分が低すぎるために教えを受けることができず、結局は何の成果もないまま帰郷しなければならないという話を聞いて、その境遇に同情する気持ち。

②　身分の違いを理由に入門を断られた陸奥の鷹飼いが、ただ嘆き悲しむばかりで何も手立てを講じず、名所見物によって心を慰めているという話を聞いて、初心を忘れたかのような態度をもどかしく思う気持ち。

③　身分の差を乗り越えて高貴な宮から教えを受けるために陸奥から上京したにもかかわらず、その夢に挫折しそうになっているという鷹飼いの話を聞いて、難しい相談事を持ちかけられたと当惑する気持ち。

④　はるばる陸奥から上京した鷹飼いから、京都のしきたりが分からないため芸道を学ぶ夢をあきらめるしかないと打ち明けられたが、身分の違いがある以上どうすることもできないものだとあわれに思う気持ち。

⑤　石井了陸から聞かされた陸奥の鷹飼いの話をきっかけに、身分の差によって入門を許される者と許されない者がいるという芸道のあり方の古めかしさに気づかされ、その不自由さを煩わしく思う気持ち。

問五　Ａ〜Ｃの和歌に関する説明として最も適当なものを、次の①〜⑤のうちから一つ選ベ。　〈８点〉
①　Ａは、持明院の宮の宮人が詠んだものであり、絃の数を意味する「一筋」を、ひたむきで一途だという意味でも用いることにより、自分が陸奥の鷹飼いによせてきた一途な思いやりを忘れないでほしいと願っている。

②　Ａは、陸奥の鷹飼いが詠んだものであり、「ひき」という語に琴を演奏する意の「弾き」だけでなく、引き立てて優遇する意の「引き」を掛けることで、琴の送り主である宮人からの引き立てに感謝する気持ちをこめている。

③　Ｂは、作者が陸奥の鷹飼いになりかわって詠んだものであり、上の句と下の句を対照させて、売りに出した家が任務を終えて戻ったときにはなくなっているかもしれないと想定することで、世の無常のさまを際立たせている。

④　Ｃは、作者が陸奥の鷹飼いになりかわって詠んだものであり、両目から流れ落ちる涙の「二筋」と、Ａの琴の絃の数である「一筋」とを対比しつつ、思いがけない事態が発生したことへの感慨にひたる内容になっている。

⑤　ＢとＣは、陸奥の鷹飼いが妻子になりかわって詠んだものであり、一家の主が立派な仕事を任されたことの誇らしさと、あとに残されることになった身の頼りなさとの間で揺れる心の動きをとらえた連作となっている。

問六　この文章の表現の特徴と内容についての説明として最も適当なものを、次の①〜⑤のうちから一つ選べ。　〈８点〉
①　陸奥の鷹飼いが帰郷後に家を手放すことになるという結末が用意されているにもかかわらず、そこに至るまでに、「井に住む鮒」「鳴る神につく獣」などを引き合いに出す大げさで滑稽な比喩表現が用いられているため、文章全体が暗い印象に包まれることなく、笑いと涙が入り交じる人生の機微が伝わるようになっている。

②　都の人々が陸奥の鷹飼いの志を話題にする場面で、石井了陸は鷹飼いを「田舎人」として格下に見ているが、宮人は鷹飼いに対して「こととり申さん」と謙譲語を用いて敬意を表しているため、主人公の身分に変化が訪れたことが感じられるようになっており、立身出世をとげていく物語の伏線が張られている。

③　陸奥の鷹飼いが一念発起して書道を学び終えるまでの心の動きが、「ゆくりなく思ひおこして」「しなへうらぶれつつ」「うれし」などとつぶさに描かれた後に、一転して、幕府の方針で辺境に行かされる経緯が心情表現を伴わず淡々と記されることで、かえって現実の厳しさが際立ち、人生の悲哀が伝わってくる。

④　前半部では陸奥の鷹飼いが上京する経緯が、後半部では防守に任命される経緯が、それぞれ簡潔に説明されているが、鷹飼いが都の人と交流する中盤の場面では「この田舎人は……」などの具体的な会話が見られ、貴族社会に積極的に溶け込んでいく様子が示されることで、物語の展開が起伏に富んだものになっている。

⑤　「学ばまく欲りする」「踏みさくみて」などの万葉調の表現が使われたり、「むかし行平の中納言、流されて須磨におはせし時」といった平安時代の伝承が取り入れられたりすることで、古代の文化にあこがれる陸奥の鷹飼いの性格が顕著に示され、時代の流れに逆行しようとする姿が印象的にとらえられている。
【内容わしづかみ解答】

陸奥地方で［鷹］を飼う仕事をしていた男が、［書］を学ぼうと思い立って上京をした。しかし、教えてもらうあてもなく、［空しく］日々を過ごしていた。その後、宿泊先の主人である［石井了陸］の知人のとりはからいで、［持明院の宮］から［書法］を直接伝授してもらえるようになった。その［志］の高さが評価され、陸奥へ［］時には［琴］を贈られるほどになった。陸奥に帰った後、男は［蝦夷］の護衛を命じられ、［家］も売り、出発することになった。その時の男の悲しい［心］の内を筆者は代わりに詠んだ。

【解答】
問一　ア＝④　イ＝②　ウ＝⑤　〈5点×3〉

問二　①　〈6点〉

問三　③　〈7点〉

問四　⑤　〈7点〉

問五　⑤　〈7点〉

問六　②　〈8点〉
【補充問題】

問１　「かくと言ひよらんたづき」（6行目）とは、鷹飼いにとっての何であるのか。二十字以内で答えよ。

問２　「神につく獣の、雲におくれたるに似たり」（8目）とは、鷹飼いのどのような様子を強調した表現であるのか。最も適当なものを選べ。

ア　雲をまとうこともできない「獣」と同じような、無力な様子。

イ　「鳴る神」になれない「獣」と同じような、行く先が不安な様子。

ウ　「鳴る神」をだまして雲に隠れた「獣」と同じような、卑怯な様子。

エ　雲より後に行ってしまう「獣」と同じような、情けない様子。

オ　雲に乗せてもらおうとした「獣」と同じような、志の低い様子。

問３　「この人の二なき志」（16行目）を、適当な言葉を補って現代語訳せよ。

【補充問題解答】

問１　京で貴人から書を学ぶために頼りとする縁。（20字）
問２　エ
問３　この鷹飼いの書法に対するめったにない向上心
